
 

 

 

おだわら環境志民ネットワーク 設立の趣旨 

～「寄木（寄気）」をキャッチフレーズに、人・取組・森里川海をつなげる～ 

 

小田原は、箱根連山につながる緑豊かな山地、梅香る曽我丘陵、足柄平野の田園地帯

を潤す酒匂川、滋養ある真水が豊富に注ぎ込む相模湾に囲まれる自然豊かな地域です。

木々の香り、鳥のさえずり、虫の鳴き声、川のせせらぎ、草花の彩り、ホタルの光など、

四季折々の自然の美しさに溢れています。 

こうした森・里・川・海の自然は、水や栄養素の循環でつながり、相互に支え合って

存在しています。 

そのつながりは、きれいな水や空気、美味しい食べものなど、私たちの暮らしを支え

る様々な恵みをもたらすとともに、寄木細工などの木工業や定置網漁・蒲鉾に代表され

る水産業などの地場産業や文化を生み出し、小田原の発展の基礎となりました。 

 

しかし、近年では過度の開発や生活スタイルの変化による自然の管理不足により、森

里川海のつながりは薄れ、その美しさや豊かさが損なわれつつあります。 

川上では自然林が減少し、手入れ不足の人工林や耕作放棄地が広がっています。川下

では湿地や田んぼが減少しています。海では砂や真水の流入が減少し、かつては豊富に

獲れた魚が姿を消しています。 

 

私たちは未来を見据え、子どもたちに美しく豊かな自然を残すために、新たな組織「お

だわら環境志民ネットワーク」を立ち上げます。 

 

小田原には美しく豊かな自然を守り育てようと取り組んでいる熱意ある人々がたく

さんいます。おだわら環境志民ネットワークは、こうした人たちの協力体制を築きます。

各団体・個人が、「寄木（寄気）」のように心を一つにして、小田原の美しく豊かな自然

を守り育てることにより、誰もが「自然豊かな小田原で暮らせる喜び」を感じられる地

域の実現を目指します。 

また、このために、地域、学術、関係機関と連携し、小田原全体の環境をともに考え、

ともに活動することのできる、自立的・持続的な組織への発展を目指します。 

 

■その 1  集う・語る・支える ～共通理解、協働活動への展開～ 

具体的には、自然を守り育てている人たちが集い、語り合って、その胸に抱く喜び・

悩み・期待・不安などの思いを共有できる機会をつくります。  

■その２  調べる・学ぶ ～調査研究とスキルアップ～ 

地域内外の先進的な取組や専門的な技術、身近な自然や地域のことなどを、ともに調

べ、ともに学ぶ機会をつくります。 

思いの共有は、それぞれが抱える課題の解決や、新たな目標の設定へとつながります。

また、ともに調べ学ぶことで、新たな発見や個々の大きなスキルアップなどが期待でき

ます。結果的に、これまで各団体・個人が行ってきた取組が充実するとともに、各団体・

個人が協働して新たな活動がスタートすることにつながります。 



 

 

■その３  育てる・伝える ～担い手の育成～ 

環境学習や自然観察会、エコツーリズムなどを開催し、森里川海の恵みの大切さや、

自然を守り育てる活動の必要性を多くの人に丁寧に伝えます。 

加えて、生業として森里川海に関わる人たち（第一次産業）とのこれまで以上の協力

関係の構築、自然環境への意識を高めるための啓発・広報活動などにも取り組んでいき

ます。 

こうした取組は、自然を将来にわたって守り育てるための新たな担い手を生み出しま

す。 

 

森里川海の恵みを最大限引き出し、後世に引き継ぐ。それは、今を生きる私たちの使

命であり、美しく豊かな自然に恵まれた小田原の使命でもあります。 

決して簡単な挑戦ではありませんが、心を一つにして、小田原の「財産」とも言える

人・取組・森里川海を結集すれば、小田原の未来を明るく照らすことができるはずです。

そして、そのような小田原の姿が、日本社会の希望となることが、おだわら環境志民ネ

ットワークの願いでもあります。 
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